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学校には、学習へのつまずき、発達の特性、

不登校傾向、家庭環境を取り巻く様々な事情

など多様な背景をもつ児童生徒がいます。そ

のような子どもたちに対して私たちはどのよ

うに関わっていけばよいのでしょうか。「子ど

も同士の温かな人間関係」と「保護者とも連

携した大人の支援」の双方からアプローチす

ることで、全ての子どもが安心して自分らし

く学べる環境を構築することができるのでは

ないでしょうか。  

 学級担任をしていた頃、ずいぶん前の話に

なるのですが・・・。  

当時、私は、小学校３年生の担任で、クラ

スには予定の変更が苦手な男子児童がいまし

た。１時間目の国語の授業で熱が入り、チャ

イムが鳴った後も授業が延びてしまいました。

予定が変わることに不安を感じてしまう彼で

す。「先生、２時間目の算数はどうなります

か？」「国語は何時まで続きますか？」とパニ

ックになり、泣き始めてしまいました。どう

したらいいだろう？私も同じように泣きたい

気持ちでした。その時に彼の困り感に寄り添

い、クラスの子どもたちが「彼自身が、予定

表の教科札を替えてはどうか？」と提案しま

した。私は黒板の横に、その日の予定を掲示

するスペースと大きめの教科札を作りました。

それから、何か変更があると「大丈夫だよ、

自分で予定を替えてみて。」と友だちに促され、

彼は自分の手で予定を替えるようになりまし

た。それは、彼にとって「これはここで終わ

り。ここからは次。」と区切りをつけ、心を落

ち着かせる大切な行動でした。私が何より感

激したのは、友人たちの姿です。誰も彼を急

がせることなく、心無い言葉を発する子もい 

 

 

 

 

 

 

ませんでした。誰もが「彼には今、この時間

が必要なんだ」ということを理解していまし

た。納得して席に戻るまでのわずかな時間を

クラス全体が温かい空気で包み込んで待って

いたのです。「よし！できました。」と札を掛

け替えて席に戻った彼の顔はとてもすっきり

として、その後も笑顔で活動することができ

ました。自分で心を整える力をつけた彼と無

言の優しさで支えた友人たち。子どもたちの

成長と絆を感じ、胸がいっぱいになったこと

は忘れられません。また、保護者の方と家庭

における様子と学校での様子を交換日記のよ

うに毎日伝え合いました。保護者との連携が、

子どもの成長を見守る上で不可欠だというこ

とをこの時に改めて感じました。  

「人には得意なこともあれば不得意なこと

もあるけれど、子どもも大人もお互いの苦手

なことを理解することは簡単なことではない」

という記事を目にしたことがあります。よい

ところだけでなく、苦手なことや困っている

ことも、その人のすべてを受け入れる気持ち

を育むことが、支え合う風土を醸成すること

になるでしょう。また、「相手に思いを馳せる」

という経験を積み重ねていくことは、子ども

たちが今後関わっていく様々な人とより良い

関係を構築するために必要なことだと思いま

す。次期学習指導要領に向けた大きな柱の一

つに「多様性の包摂」があります。学校が、

全ての子どもにとって「安心できる居場所」

であり「失敗を恐れず自分の可能性を試すこ

とできる」かけがえのないプラットフォーム

であるために、私たちも先生方の創意工夫を

全力で支え、ともに伴走していきたいと思っ

ています。   
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「多様な教育的ニーズに応じた

教育の提供」の実現に向けて 
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